
平成２１年８月４日 
 

福知山ＦＭ放送 第９回番組審議会議事録 

 
１．開催年月日 平成２１年７月２８日（火）午後６時～ 
 
２．場所    京都府福知山旭が丘１１１番地 
        北関西ＩＩＴメディアセンター福知山２Ｆ セミナールーム 
 
３．出席状況  総委員数    ９名 
        出席委員数   ６名 
        出席委員の氏名     大槻敦巳 委員 
                    足立 保 委員 
                    駿河禎克 委員 
                    藤田佳宏 委員 
     藤原公子 委員 

松田 規 委員 
        放送事業者側出席者名 
                    代表取締役社長 松井喜久夫 
                    局長補佐    水嶌孝彦                  

 
４．議 題 １）福知山ＦＭ放送局概況報告 

２）放送番組全般に対するご意見 
      ３）次回番組審議会の開催日時について 
      ４）その他 
 
５．議事の概況 
  １）代表取締役社長 松井喜久夫より、前回審議会以降の概況報告が行われた。 
  ２）各委員より放送番組全般に対する意見が出され、それぞれ代表取締役社長松井 

喜久夫が答申した。 
  ３）次回番組審議会の開催日時について協議がなされた。 
  ４）その他、代表取締役社長松井喜久夫より今後の放送展開についての説明が行われた。 
 
６．審議の内容 
  １）福知山ＦＭ放送局概況報告 
    代表取締役社長松井喜久夫より前回審議会以降の概況報告が行われた。 
 
 



・ 緊急割込放送について 
７月２６日に気象状況が悪化し市からの緊急割込放送が実施された。天候のせ

いなのか市からの電波状況が悪いようであった。早急に改善してもらうようお

願いしている。 
 
・ 福知山河川国道事務所のコーナーについて 

８月３日から放送開始。天気予報に続いて水位情報などの河川情報を放送する。 
市民に日頃から河川の水位等を意識してもらうことで、いざという時の災害に

備える。 
 

・ 楽曲ファイルランダム再生機の導入について 
７月２５日からあの歌この歌の時間帯にランダム再生機を使用している。 

  これまでよりも幅が広がるのでジャンルを増やすことも考えていく。 
 
・ ホームページのリニューアルについて 

７月２７日にホームページをリニューアルした。 
番組宛のメールを送り易くし、局側からの情報も新着情報を盛り込んでいける

ようなレイアウトとした。 
 
 ・ アマチュア無線クラブについて 
  今後、ＦＭキャッスルアマチュア無線クラブの会員を市民から募集する。 
  スタッフ全員の免許取得へ向けて取り組んでおり、災害時の情報収集や 
  日常の情報収集の活用を考えている。 
 
  ２）放送番組全般に対するご意見 
    大槻委員長の議事進行のもと、各委員が前回審議会以降の放送番組全般に対する 
    意見を述べた。 
     出された意見及びその答申は以下の通り 
 

（委 員）地域に拠点を置くコミュニティ放送において、キーワードは何かと考えた際に、

「市民参加」、「地域密着」、「防災」といった観点があげられるのではないか。

「地域密着」については福知山市教育委員会がやっている「子供の安心安全メ

ール」では、熊の出没情報など細かな地域情報がメールで配信されているが、

ＦＭ放送との連携を考えてはどうか。「防災」については福知山には多くの外国

人がおられるので緊急割込について多言語の放送も考えてはどうか。「市民参

加」については、現在取材広告という広告プランがあるが、同じように時間枠

に料金を設定して市民が作った番組を放送するのはどうか。もちろんある程度

の縛りを設けて事前チェックをする必要があるが。 
 



   （事務局）その３つの観点については、確かにコミュニティＦＭに欠かせないものであり 
それぞれご提案頂いたことを一つ一つ確認しながら進めていきたい。 

  市民自作番組については、特定のイデオロギーに片寄らないようにしなければ 
  ならず慎重に検討したい 

 
（委 員）録音しておけば良かったと思うような良い番組を放送しているのにまだ 

聞いている人が少ない。電波が入らないというのもあるが、番組表を１か月 
単位でも１週間単位でもよいので放送番組について目にする機会を増やした 
ほうが良い。新聞に番組表を掲載するなり市民だよりに入れ込むなりの方法 
はどうか。 
通常のアーティストの楽曲も良いが、市民サークルの楽曲作品を放送するなど 
すれば、出演者の関係者にも聞いてもらえるしリスナー数の増加にも繋がるの 
ではないか。 

 
（事務局）番組表は京都新聞には載せて頂いているが市の媒体に載せるとなると民間 

企業としての区切りにより難しい部分がある。コミュニティＦＭとしての 
認識も含め各機関の理解を得ながら進めていきたい。 

    
（委 員）先日集会の中でＦＭキャッスルについて話をする機会があったが防災に関わる 

部分で多くの質問を受けた。老人を含め市民の皆さんは防災に大変感心を持っ 
ておられる。 

       
３）次回番組審議会の開催日時について 
  大槻委員長の議事進行のもと、次回番組審議会の開催日時について協議した結果、 

   ９月２９日（火）に決定した。 
 
 ４）その他 

代表取締役社長松井喜久夫より、今後の放送における展開について説明が行われた。 
 大槻委員長が閉会にあたっての挨拶を行い、第９回番組審議委員会を閉会した。 

 
７．審議機関の答申または改善意見に対してとった措置 
   緊急割込み装置については受信装置の調整により問題が解消された。 
 
８．審議機関の答申または意見の概要の公表 
   事務所に備置き     平成２１年 ８月 ４日 
   ホームページに掲載   平成２１年 ８月 ４日 
 
９．その他 
   特になし 


